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The gastric freezing for 45～60 minutes was performed on 98 dogs according to the 
technique described by Wangensteen. But there was a temperatureεradient of about 10 

～15' C between the maximum and minimum gastric serosal temperature when the Wan-

gens teen‘s balloon was employed, while by the double balloon originated by our laboratory 

for the pu叩oseof even-freezing of the fundic glanduler region, it was reduced to about 

-FC. The double balloon here was made setting a smaller balloon with manifold infusion 

device into the ordinary balloon. In a laparotomized state, the gastric serosal temperature 
was recorded every 5 minutes on each dog during the freezing procedure. The follow-

ing enzymes were studied histochemically . succinate dehydrogenase, (SDH-ase) acid 

phosphatase (AcP-ase), and PAS reaction. Congo red-carlコowaxon the gastric mucosa 

was applied to pH indicator method. 

The reeults were odtained as follows : 

1) SDH-ase activity decreased Continuously and no mucosal inijary occured, under 

a conditon of that the gastric serosal temperaturs was 1-5ο仁

2) As for SDH ase activity of the gastric fundic glandalar region, focal changes were 

associated with the ordinary balloon while diffuse changes were associated with the double 

balloon, lasting 6 months after freezing. 

3) Atrophy of the gastric mucosa due to gastric freezing affected SDH ase activity, 

as seen in chronic gastritis・ Onthe other hand, on post-freezing ulceration, SDH ase 

activity showed no such tendency as what was consequent on associated gastritis. 
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4) AcP-ase acti¥・ity recovered to the extent of the control about one month after 

gastric freezing by either balloon, but the activity in some cases, whom the double balloons 

were used, showed reduction 3 months after gastric freezing. 

5) Temporary increase of PAS reaction was seen immediately after gastric freezing, 

showing a tendency to decrease to a level of the control in 3 months in cases whom 

the ordinary balloons were employed and the tendency was recognizable in the neck of 

the gastric fundic glandular region of cases, whom the double balloons were inserted, even 

at the 6th month after gastric freezing. 

6) Atrophic change of the gastric mucosa brought about the decrease in SIJH ase 

activity, AcP-ase activity and PAS reaction. 

7) SDH ase and AじP-ase activities and PAS reaction in the intestinal metaplasia 

were intensified. 

8) The effect of the vagus block estimated by pH indicator method on the dog, the 

ordinary balloon was applied, had similarity to that produced by the lateral block of th巳

vagus, while on cases whom the double balloons were applied it was similar to that the 

bilateral block of the vagus. 

9) lnterr Relationship between SDH ase and AcP ase activities, PAS reaction and 

pH indicator method and the gastric acid secretion (hydrochloric acid, pepsin and 

mucoprotein) was shown obviously. 
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I 緒百

胃卜二指！湯漬場の外科的治療法（胃切除術）にかわ

り得る方法として vVangen,kenll2lらが“gastricfreez 

mg＇＇を“ physiologicalg;1strect川ny＂として報告して

以r.実験的，臨床fr,Hζ多くの追試報告があるが，そ
の治療効果および合併症などについては尚多くの論議

3-20）がある．すなわち減酸幼＇t!:の不確実利．短期間後

における胃酸の再上昇および潰場の11}jrj，胃 （~； I化こ「I'

なう急性潰湯の形成，胃穿子L，大量li'i血などの胃壁の

次

抑制効果の検討

1) Congo red-carb川、axmethod 

2) Neutral red method 

3) 迷走神経切断術との比較

IV. 総括並びに考按

1. 胃粘膜の組織化学

2. 胃冷凍法による胃粘膜の組織化学的変化

3.二重型バルーン法による胃冷凍と標準型パルー

ン法による胃冷凍における組職化学的変化

」．胃／~） i1,Jl:後の胃液分泌と組織化学的変化

5. 胃冷凍法の迷走神経遮断効果

v.結語

局所損傷，更には迷走神経並びにガストリン分泌機構

への影響などかl『什ネにより提出されているが，いまだ

に不明の点が多レ．乙れらの諸問題は胃r：，「の冷凍条件

l乙密接に関連していると考えるか，それらの発生要因，

機序に関しては今日尚不明の点が多く，それらのうち

特に，漬楊治療に関する至適温度条件も諸家により異

なり，それらの考察にも理論的な根拠に乏しく，木だ

一定の見解ーには達していない．

私共は前述の諸問題を解明するためには．胃冷凍法

による持続的な減酸効果及び胃壁煩傷を発生しない適
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正な混度条件の決定と，その条件ドにおける平等川冷

凍法などについて検討することが重要と考え，それら

の成績に関しては，すでに報告してきた21)22)23)24)25)81). 

教室の北24）は墜細胞数の推移より冷凍温度限界を衆膜

温l～3℃とし，教室の村井25）も胃液成分の推移よ

り，従来の標準型ノイルーンを使用した群と比較して，

私共の考案した二重型バルーンを使用したmの万が減
椴効果の持続する＇ Fを報告し，そのうち，北の示した

形態学的にみた至適制度条nーが円液分泌の機能的な而
とも密接に関係し，著しく減酸することを実証した．

そ乙でti、（士， jじ，村井の報告を一層明確にするため

に，「］冷凍後の犬胃粘膜について組織化学的万法によ

り各冷凍組度条件並びに冷凍方法を比較検討し，更に

pH indicator method によって冷凍後の胃酸分泌抑制効

果を迷走神経切断群と比i鮫検討し，胃壁の損傷なく持

続的な減酸効果を期待し得る調度条件の確認と二重型

バルーン使用による円底腺領域の平等冷凍法について

興味ある知見を得たので報告する．

II. 研究方法

1.実験材料並びに冷凍方法

実験動物は体重10～LOkgの雌雄の雑種成犬98頭を用

い，それらのうち対照実験として組織化学的方法に12

頭， pHindicator method lζ4頭，迷走神経切断法lζ4

頭を使用した．本実験lとは後述する標準型バルーン，

二重型ノてルーンを各33頭， 45頭に用いて，冷凍11＇（後よ

り1年後まで経時的tc:検討した．なお実験犬はすべて

前日より絶食せしめた．

冷却器はシゲ7ポンプを利用した｜羽鎖式回路の自作

器（図 1）を用い，内径3および8mmのポリエチレン

二重管の先端l乙コeム製の胃型バルーンを装置し，冷却

槽はドライアイスで冷却し， 70～り（）勺のエ守ノールを

GASTRIC HYPOTHERMIA MACHINE 

Flow met<1r 

図 1

i桂流させた．従米の標準it;llノfルーンの他l乙肖壁の局所

損傷を防ぎ胃底腺領域を、I＇勺lζ冷凍する目的で，ポリ

エチレン製の惰円形小ノ、ルーンを内蔵する二重型バル

ーン（図2）を考案した．外ノ＇｛Jレーンはラテックス製

品，内バルーンは伸展性の少ないポリエチレン製で径

約0.5mmの多数の小孔を先端部に留に設けた． 内ノリレ

ーン中の注入管には6伺の側孔を，注出管l乙は6～7

伺の側孔を設け，注入管先端はスポンヂ球で閉鎖し

jet forceを防さ，又抑入II］の胃1:,'i'煩傷を避けた.Bar-

bi tun巾：！CJ～：lO旧日／kg'i'l'ft注後， 閉鎖（l(rf；；！パ気管内麻酔

（エーテlレ・ l般五ミ）の下l乙開腹し胃ゾンデにより可及

的速やかに胃内空気および内容物をIJ&引後胃型ノ，，レー

ンを挿入し，港流液が充満せる＇ f＼を確認してから閉腹

した．その後に胃壁温度測定のために前後の胃袋！換に

互換性指示温度計MODEL,MGAの検出端を標準11;'1,

三重型ノてルーン使用群共tC:6～10ヵ所縫合固定した．

体温下降を防ぐためにHl気毛布にて全身を包んでdi＇流
を11仙台した．

GASTRIC DOUBLE BALLOON 

世ん

図 2
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温度測定部位は胃底腺領域を主体とし杉村36）の墜細

胞分布（図3)r:j~の lOt川区域と自（）～7.>0o 区域を：］＇.（乙選

び，潅流中の最後の5～15分間の各部の温度を記録し

後日胃切片採取時の指標として縫合糸を残した．

i穫流条件は流量1000～1800ml/min，実施時間は－1:"）～

60）），注入温 25～一川c.注出温ー7～ー1-lc，冷
却榊一三（）～－30C. バルーン容量は600～900mlとし

fこ．
'1'] 11目前l度は10～hC. s-1 Cおよび（）～－：－，Cv> :> 

mとした．
2. 組織化学的研究方法

組織内幣よω研究万1去にはA;11JIJti l :-t,組織化γ的
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DISTRIBUTION OF THE PART MEASURED 

PARIETAL CELL ON TEMPERATURE 
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鼠掴 75-80I. 
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図 3

測定法， 生化学的測定法およびアイソザイムの研究方

法の三方法があり，それそれ一長一短があるか，壁細

胞の部似的分布の差およびその機能（醇素活性の強弱）

を追求するためには，各積細胞の変化を追求出来る組

織化学的測定法が有効であるのて，本法により行なっ

た．特lζ固定時間，インキュベーションの時間， Schift

現象，その他による再現性lと関する制約および限界を

27)28)29）充分に考慮して酵素活性を追求した．

胃の機能而（胃液分泌）と結びついた組織化学的研

究は少なく，向後追求されるべき重要な事項を含むか，

三好30）はコハク酸！脱水素酵素（川1cnnatedehydrogenase 

以下SDH-aseとill討す）活性，酸フォスファターゼ（acid

phosphatase以下 λιP-ase）と略す）,,r;i'I', DPN-dia-

phoraseの:-cJHiiの酵素活性以外は＇i'J液分泌機能を静

素活性と結びつけて観察するのに不適当とし， SDH-

ase活性は壁細胞機能（胃酸分泌）と， AcP国ase活性は

ーヒ細胞機能と関連性があると述べている.SDH-ase活

性が日産細胞機能と密接な関係を有する事については，

従来より多くの報告があり32)-34), 又， AcP-ase活性

についても巨細胞に強い活性があると諸家42）吋8）によ

り認められている．そとで私は壁細胞機能はSDH-a可

活性で， 主細胞機能は.＼cl'ase活性，又，粘液分泌細

胞機能は従来より最も広く使用されてきたP.¥Skl心で

追求しだ．

組織！'.f'.lTZ部位は図3Iζ示したか，採取した組織切片

は静ぷ活性保持状態のィ；変「｜ーを得るために凍結切片を

cryost日t(South London Electrical Equipment L、口. L. 

T.D.-SLEE製の“i't-'1f'l：’ Refr I貯rntedMicrotome）を

用いて作製し，染色した．

1 l SDH－＂＂－＇活性次の三間 f:!ivノtetrnzolium取を使

f丹した． :'¥T〔p,p'-cliphenvlen bis '.!-(3, 5-cliphenvl) 

tetrazっliumchloride〕， BT〔3,3-dianisole bis ~. ~－（3, 

5-diphenyi) tetr: zolium chloride〕， :¥BT 〔2，どにdi-p-

nitrophenyl 3, '.l-1’：i1-d1meth1山v--1,1’－ biphenylen) di-

tetrazolium chloride〕．

NT, BTは Rutenburg, ¥Volmanet Seligman氏改良

法的lζて，又， NBTは Nachlas,W口！kieret Seligman 

氏法制lζて検討したが，いずれの場合にでも基質液lζ

コハク酸を入れないものを対照とした．陽性部は各々

紫青色．黒色．背色の forrnazanを作’Jf二． 酵素活性

の判定基準は市川41）の報告を参考にした．

'¥TT, BT：新鮮組織片を宋固定のままドライアイス

で凍結し cn-n>t<1tICて10.＇＇の厚さの凍結切片を作り直

接カバーグラスlζ貼布し，：l7℃， 2時間で次の基質液

中IC浸演し，水洗の後lζ100；ホルマリン液で悶定し，

水洗後グリセリンlζて封入し鏡検した．

基質液

0. 2%NT （文はBT）水浴液 10 ml 

0.2Mコハク酸ナトリウム水前液 !Om! 

pH 7, 6, 0. :.!M 時的凡.＼P~iilii液 !Om! 

0. 33MJ:jf/;化カルシウム水溶液 0. 2 ml 

0. lllL"iMl1friしM7グネシウム水浴液 0. 2 ml 

0.6M重炭般ナトリウム水溶液 2.0ml 

O.Ollvl塩化アルミニウム水溶液 0.8ml 

蒸溜水 6. 8 ml 

NBT：新鮮凍結切片を l'f¥"05t'1tlζて作製し， :i7℃ 

30分閥次の基質液中lζ浸演し，生理食世話水で水洗後10

%フォル7リンlζ10分間固定し，！！＞%アルコールlζ5

分間口前後グリセリン封入l乙て鏡検した．

基質液

pH 7. 6, 0. 2M燐酸臨緩衝液 5 ml 

0. 2Mコハク酸ナトリウム水溶液 5ml 

0. 1 % nitro-BT溶液 lOml 

2) AcP-:N＇活性 主細胞機能（ペプシン分泌）を

追求するために AcP-ase活性を用いたか，この証明法

lζは金属官革法とアゾ色7dょがあり，この酸性域で作用

するフ 守スファターゼの証明lζは研究者lζよって成績

に差がある知的．しかし一般には主細胞．壁細胞にこ

の酸素活性を認め，特lζ主細胞に強い事は諸家ICよ

って認められている30)331m--1si. ;fl、は金属tj；＼法である

（いill＜川氏改良法•19)1こて追求した．

新「白川i*,'iLIJ片を口、＇＂ t:itIζて作製し 3%ホノレマリン

l乙 20分間固定後，次の＿；！ ，~J'l液 11~1乙37℃， l 時間浸演し，

溜水ノドi光後稀有~Mdじアンモニウム液r:j1 2分間浸演し．

1玩／ト，，，、氏 iそ.1%エオジン前被5分間後染色しグリセリ
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ン封入にて鏡検した．なお，陽性部は暗黒褐色l乙着染

した．

基質液

pH 5. 0, l/20M酷酸塩緩衝液 500ml 

硝酸鉛 50ml 

pグリセロ燐酸ナトリウム水溶液 50ml 

3) PAS／ぷむ（一部ムチカルミン） 粘液分泌細胞

機能については疾患別に多くの報告があり，又最近は

粘液成分の細分化による各々の組織化学的証明法が発

達しているが，私はPAS反応が単に糖の構成成分であ

る1,2ーグリコール基等の特殊の原子団の証明法にすぎ

ず，多糖類，粘液多糖類、，糖蛋白質，糖脂質などの多

くのものが反応する事をあらかじめ考慮して，胃冷凍

における胃粘膜細胞中の粘液成分の変化をPA.メ反応

（一部ムチカルミン） tζて追求した．

Mc Manus氏法50）・凍結切片：ホル 7 リン食塩水で

固定後凍結切片作奴， 0.5%過沃素骸水溶液5分間浸

漬し溜水で充分水洗後Schiff氏試薬lζ10分間浸演・亜

硫酸水を3回かえて水洗（各々 2分間づっ浸演）後3

～5分間流水で水洗し， Harris氏ヘマトキシリン液で

20～30秒間染色， 5分間流水でノドit,95%アルコール

を2回かえて脱水，純アルコール中に2回浸演し，キ

シロール，パルサムl乙て封入し鏡検した．

McManus氏法的・パラフィン切片：ホルマリン固

定後パラフィン切片作製， 0.5%過ヨード酸水溶液中

lζ5分間浸潰し，溜水で充分水洗後Schiff氏試薬中lζ

15分間浸潰し，それ以後は凍結切片法と同じ，陽性部

は赤紫色lζ着染するが，とくに凍結切片法の場合には，

グリコーゲンは検出されずに上皮性札1；液，細網線維，

基底膜が着染する．

ムチカルミン・ Mayer氏法51）のSouthgate氏変法52): 

10%フォルマリン固定後水洗せずに70%アルコール中

lζ移しパラフィン切片作製，脱パラ，水洗， Hι＂rris氏
ヘマトキシリン液で核染色，水洗，ムチカルミン液15

～20分間染色後溜水につけ，脱水，透徹，パルサム封

入．陽性部は赤色lζ着染する．

PAS陽性細胞の量的判定には秋山53）の基準を用い，

なお細胞の染色性が異なるため，上皮細胞，胃底腺細

胞，幽門腺細胞と観点をそれぜれ別lとして，三段階に

分けて判定した．

3. pH indicator method 

胃酸分泌状態を肉眼的l乙観察する方法は，近年胃切

除範囲の決定ならびに迷走神経切除の再検討，幽門洞

の確認方法の追求と共に種々試みられた54)-56)7-1)75).

即ちヒスタミンにて直接墜細胞を刺激して世話酸を分泌

する胃底線と塩酸分泌のない幽門洞を酬の差によって

識別しようとする方法である．それらのうち，私は模

54）らの congored-carbowax法と吊場56）の neutralred 

法を用いて胃冷凍法の減酸効果を，標準型，二重型バ

ルーン各群で検討し，更に迷走神経切断群と比較検討

して胃冷凍法の迷走神経の遮断効果を追求した．

本実験lζは雌雄の雑種成六lh頭，即ち二重型ノ°＇Jレー

ン群 ..j0(1，標準型ノりレーン群4頭，迷走神経切断群4

以，対照群4頭を使用しだ．

1) Congo red-carbowax法 静麻の下に腹部正中

切開，大鍛側lζ沿って大きく胃を切開し，ヒス乍ミン

O.Olmg/kgを皮下l乙注射し， ヒスタミン刺激後25分l乙

粘膜面を生理食塩水で充分に洗レ，粘膜面への附着を

容易にするために親水性カーボワックス1500Wに7%

の割合にとかした congoredを塗布し，ヒスタシン刺

激30分後の胃粘膜の着色状態により塩酸分泌を観察し

た．又，塩酸によって青紫色～黒色となった Congo

red-carbmvaxを除去するためには 1.5%重曹水を用い

た．

己j Neutral. red法 ヒスタミン0.Olmgikg皮下注目

分後に 1% neutral red液を0.5ml/kg静注しヒスタミ

ン刺激1時間後の胃粘膜の着色状態lとより塩酸分泌を

観察した．

3) 迷走神経切断術迷切には訓剖；，横隔膜直上，

横隔膜直下切断術がある．頚部片側切断は解剖学的関

係から胃の前後両壁l乙影響がおよふが，一方，横隔

膜直下切断では前枝（左枝，腹側枝）は主として前壁

ω，後枝（:f"・u，背側校）は主として後壁の酸分泌領
域の縮少と pHの上昇が得られる55). このため横隔膜

直下切断法によつだが， 静麻の下l乙腹部正中切開後

congo red-carbowax法にて検討した．術式は食道裂

孔を聞いて食道を腹腔内l乙引き出し，食道を被う腹膜

lζ切聞を加え，順次鈍的l乙努食道結合織を全周にわた

り剥離し，ガ一寸士、を食道後部l乙通して腹側下方lζ牽引

し，神経前後枝を遊離し次の順序に切断しだ．酸分泌

領域はヒスタミン刺激を2時間間隔で3回反復して与

えても著変がないという報告55）を参考にして，ヒスタ

ミン刺激30分後の congored carbowaxの変色を対照

として， その後l乙迷走神経前枝を切断し， 1.5 %重曹

水で congored-carbけ川Xを除去し，胃粘膜を洗糠し，

ヒスタミン刺激2時間後l乙2回目の刺激を与えて再度

congo red-carbowaxを塗布し， 30分後の分泌状態を観

察した．次いで後枝を切断して同様に2時間後にヒス
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タミン刺激を与えて30分後の分泌状態を観察した．他

の2[!l:iの犬では切断！｜買序を変えて後伐→前枝のII頂lζ切

断しだ．

III. 実験成績

1. 組織化学的成績

1) SDH-ase活性

以下の項目についてSDH-ase活性の程度およびその

経時的推移について検討した．

胃壁温度胃壁（疑膜）温度条件を前述した如く 10

～6 c. 5～1℃， O～ー5°Cの三群［ζわけで，まず杉

村26）の胃底腺領域壁細胞100%区域の酵素活性につい

て述べる．

10～6 c群の壁細胞内SDH－，間活性は他の2群と異
なり， 2週後lζ最低値を示しだが， lヵ月後には対照

群と同程度の活性を示した（図 4). 

5～I C群は冷凍翌日より l週後までは最低値を示

し， 2週後より軽度減少群と減少群とにわかれてわカ

月後まで持続した．教室北山）は些細胞の推移からみた

最も適正な冷凍温度を3～ lCとし，乙の条件下で施

行された場合lこは6ヵ月後まで片付l開放ω減少を認め

ているか， 5～lC併では2週後より軽度減少群と減

少群の2群の酵素活性が生じ，量的な関係はかりでな

く質的函でも壁細胞機能の低下が認められた. 7ヵ月

以降は対照値を示すものが多かったか，病理組織学的

l乙腺の萎縮の強い部分lとは活性の低下がみられ（図

5），又，腸上皮化生部は強い活性を示しに

SDH-A.5E ACTIVITY 
OF FUNOIC GLAND IN VARIOUS TEMPERATURE 
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図

二重型使用， Gヵ月後

腺頚部の線車ff＇性1＼~殖，腺檎造のみだ
れ，腺の萎1,1,l，腺脅仁皮の明殖カ、み

られる． f、100H. E.J 

、J 、 同

；ョ

二重苦＇Y.バルーンltl. 4ヵ月後
の SDH問活性は低下し，陽性細

胞数も減少している． ( x 801 
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ー・心，OC以ドの冷凍温度で施行された様i¥".11;11，二重

型バルーン群の生存例は少なく， 急性冷凍演場による

胃穿孔，胃腸管大量出血などで死亡する犬が多かった．

生容例の酵素活性では 1ヵ月後まで減少し，3ヵ月ま

で軽度減少を示したが，その後腸上皮化生部の増強に

よる見かけ上の回復がみられたが壁細胞自体の酵素活

性は低下していた．

次lζ腎底腺領域~M網Ill胞80～75%区域について検討し

たが，ffiI述の100%区域の各航度n干とほぼ同級の成績
を得た（図6). 
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標準型，二重ノ，，レーン法 胃粘膜のSDH-ase活性は

一般的lζ標準型バルーン群では 1週後より 2週後まで

最低値を示すが， 3週後より回復し， 1ヵ月後にはほ

ぼ対照群の酵素活性となり，その後12ヵ月でもその活

性を示した．一方，ニ重型バルーン群は三週後より 3

週後まで最低値を示し， 1ヵ月後より6ヵ月後まで酵

素活性の低下を示すものが多かった（図7'・ 又，以

上の所見のうち，特lζ宵底腺領域における同一時期の

標準則，二重型バルーンのSDH-a詑活性は次のようで

ある．即ち，両ノfルーン封共IC後壁の部分では陽性細

胞数および酵素活性の強い細胞ががI墜lζ比較すると多

いが，酵素活性の分布状態は標準型ては局所的［ζ低下

し， 二重型ではおおむね均等に低下していた（図8.

9). x.病理組織学的にみた腺萎縮の範聞も二重型
では広範聞で，しかも酵素活性所見より見た壁細胞機

能は持続的な低下を示した （図10). 7ヵ月以降では

ほぼ対照群の酵素活性を示したが．腺頚部監細胞に静

索活性の低下を示しているのが認められた．
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ドし， 3週後より対照群の活性を示すものが多くみら

れ，胃壁の冷凍温度勾配が大きいために生じる冷i'1i効

果の不確実性を示していた（｜玄Ile1, 
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胃壁温度目底腺領域のP¥Sl,(1,L：、（士， 10～hC/ifで

は1週後より 1ヵ月後まで低下し，その後は対照群の

反応l乙同復しだ（図J:¥1, 5～ 1 c群は2週後より 6
力月後まで低下を示すものが多く（図1-11，その後対

照群の反応、にもどった． I), 0 C以下の群は l週後

まで対照射ーより強い反応を呈し，それ以降3ヵ月後ま

で低下していた．各m共lζ冷Tr.¥!直後より数Il聞は強い
反応を示した（図Li1.

幽門腺領域は，早期tc対照群の反応tC回復したか，

これは胃底腺領域lζ比して充分な冷凍温度が得られな

い事と，一定の！lilt度勾配を保持するJj(が｜州市であった

ためと考えられる．

円~~d,I 'I; I, 市lli:I）バルーン法 胃！氏）！宗；；(j肢のド入メ1{1,L、

は両1「f共lζ冷凍後l乙一過性の強い反応を示したが，二

重型は2週後より低下してそのまま 7ヵ月後まで持続

し，その後対照群の反応l乙回復しだ．一方，標準型で

はl週後まで対照昨より強い反応を呈し， 3週後より

低下したが3ヵ月後lとは対照鮮の1{1,Cに復した（図16.

降l門）保管i域では，両f\f;JI~に大江ーなく 1~；；，1i直後より l

週後までは対照mより強い1{1,L；をぶし，その後純度低
ドする昨もあったか．大部分ばすぐ午）Jl(iJ日c!Jl,(1,L，を〆｜、

し7こ（｜ど118• 
4J 名前拡斉ljによる静京市ti:

¥'l両者分泌刺激剤としてヒス勺ミン，同じく抑制方ljと
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2) λcl' ；トご活性

胃日立各温l正当ミ｛lj二の二・.'f型ノミルーンによる Ad'-11同首fj

ti：じ.10～h Clifでは 1週後までは著明l乙減少し， 2
週より 3週後までは軽度減少を示し， 1ヵ月後より対

照n下の活性を示すものが多かった．
5～ 1 °C昨は 2週後まで著切に減少し， 1ヵ月後よ

り3ヵ月後の聞は対照群の醇素活性を示すものが多か

ったか．それ以降に再度酵素活性の軽度減少昨がtl-'r刻

して2群l乙分かれた． 活性低下計ーには腺の退行変￥1:

L 佐川，細胞消失）が認められるのがそ~ ！）ゐゾだ．

。IC以下では3週後まで著明l乙減少し， 1ヵ月以降
は広範囲の腸上山化中部の出現によりみかけ上の酵素

活性の別強があるが主細胞自体の醇不活性は低下して

いた（図11. 
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／ 

二重型バルーン，3ヵ月後，」℃

表層上皮も腺細胞も反応低下が著

明．（×80P.-¥S1 

PAS REACTION 
IN DIFFERENCE OF GASTRIC BALLOON 
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存在して冷州全)j~ ＇.か， ；.｛！.められ，特lζ腺頚部墜細胞に乙

の傾向が強かった（図1リ）． ブスコパンでは対照群と

ほぼ同程度tc低下した．

第38巻日・外・宝748 

＼！ 

‘i 

f 
，..，・

毒，

・．・’. "' ， 

"' 

’P 
， 
‘ 

標準型バルーン， 3ヵ月役.S°C 

表層上皮は肥厚しているか．対照
群の陽性反応、を示している．
〔×80P主S1

、、
‘ ... ．・

図17

PAS REACTION 
IN DIFFERENCE OF GASTRIC BALLOON 

a・h「~•• ..... ...-. 

図19 胃冷ぬ.5～I C，ヒスタ E
ン刺激時の SDH-ase活性は腺頚

部lζ著明lζ低下している部分が存
在している． （×制）

DOυBLE BALLOON 
1ncr・...
cont，。l
d・er・as・

AcP「同活性では対照及び冷凍両群共［ζ上述礎剤に

よる著明な酵素活性の差は認められなかった．

PAS反応ではヒスタミン刺激によって SD Hase活

性と同様の増強が認められ， ζれは大井61>, Hunt85) 

らが，充分量のヒスタミン投与によって胃底部，幽内

部の胃液分泌細胞が刺激され，壁細胞のみでなし そ

の他の細胞機能も1L進するとi'.t'(, Glass60lが塩酸分
泌が泊加すれば胃仏政分ばも噌加するとし，又，秋山

53）のPAS陽性物質ω地加とSDH ase活性の増強は正の
相関があるという報告と同桜の所見であった．

pH indicator methodによる胃冷凍法の胃酸分泌

抑制効果の検討

この方法はヒスタミン刺激lとより壁細胞から塩酸を

分泌させて，分泌のない幽門洞をpHの差によって識別

する方法で． 同時に胃底腺領銭における墜細胞機能
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2 

してブスコパンを川tL't/tf:，冷凍群lζ投与して， それぞ

れのSDH-ase活性を比転快討した．

そのうち対照訴ではすで＇tζ祐本川32）寸5)38）によって

報告されているように刺激剤による増強と抑制剤によ

る活性低下が認められだ．

't' i'i~； Iポ！日で＝はヒスタミン刺激で同一組組織切片中に

対照群よりも静索活性が著明l乙低下している壁細胞が
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（嵐酸分泌）の状態をも追求する引が／］＼米る55).

1〕 Congored-carbowax法

恨5-1）ら，白山55）らの万法によって胃切聞により＇ 1'J'1'.,1,

肢を充分にi長／±＇， 後，ヒスタミン刺激をJj ;;_, pH 3以下

で変色する congoredの状態を観察した．

標準型バルーンによるものは塩酸分泌抑制効果が不

均等で，かつ些細胞機能（塩酸分泌能）が早期l乙対照

！！干の状態l乙回復した．このような邸酸分泌状態i:t.後

述する横断膜ド迷走神経の片側切断例l乙類似していた

（凶：！O(a），白））． ・方， -_ifo_ 11:'1ぺルーンによるものは冷

凍5ヵ月後まで出酸分泌領域の縮少が；認められ，後述

する横断Jl'良一下迷走神経両側切断例に類似していたりき1

2l(a), (b)). 

したがって 'vVangensteen1 >2 ＞らが川冷凍法に期待し

7こ迷走神経遮断効＇j~ （立問！ぽ）j抑K~域を比較的10］《：1;;1ci~ii1主

する一二屯型ノミJレーンn-:(:tζ必められだか，十－；＇） i'i,1＂型では早

J!JJにその遮Wli'f9Jれか尖われて塩酸分泌のli:'il復を示し，

不均等な遮断効果を示すにすき、なかった．

'.!) Neutral red法

番場56）の方法lζ従い最も明確に識別されるという 1

1時間後の塩酸分泌状態を観察した．しかし，対照群，

冷凍群共lζ ， :i:J:~JUIWli匝であった. :'ffi:場は胃粘膜内の毛細1

血管血流による紅色1州と neutralred による色，V,';Jが釘！

似しているためと述べ，阿部を指圧して虚血状態にす

ると色素沈着による紅色l淵のみが残存するとしてい

るが， このような以紛な手技を要する観察法よりは

congo red-carbowax法が実用的で判定も容易であった．

3) 迷走神経切断群との比較

図20 標準型バルーン使用群

a) 2週後，ヒスヲミン刺激にて，前墜 b) 2ヵ月後．対照昨の発色状態lζ復し

のみ発色低下している． ている．

図21 二軍Jli'lバルーン使朋昨

日） :n,町長， congored-carbowaxの発色 bl 5ヵ月1わ発色状態は低下していて

は全般的l乙弱レ． 範囲も縮少していふ．
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片側切断書平 横隔脱出Flζてj：｛：定神経を切断した場

合lζ 1:.1: . 堅固部切断のような前後両1：，ぐにおよJ、 J；（~響は少

なく，前校切断では巨として胃前Ii/

一l一．として河後壁の分i巨、領域の維i小をきたした（｜玄］221.

両側切断群 著明な分泌領域の縮小が認められた

が， 胃外部の幽門洞の境界lζ近い粘膜の瓶酸分泌は比

較的よく保持されていた（図23).

既述のように迷走神経片側切断群は．棋準型バルー

ン使用による胃冷凍辞l乙，又，両側切断君子は，二重型

バルーン群lζ類似した塩酸分泌（congaredの変色状

態）を示した．

IV. 総括並びに考按

従米宵冷凍法の目的は，主として宵塩酸分館、細胞自

体のi;,;・,.,1：.迷走神経i!1£断および幽門前庭部の反応抑制

などによる持続的な減酸効果lζより潰療を治癒しよう

とするものである．しかしそれらの機序は組織化学的

方法により一層解明し得ると思われるが．それに関す

る報告はみられない．そ乙で著者は教室にて開発した

陛細胞機能を持続的，且つ広範囲に障害し，更に胃壁

の局所損傷を生じない胃底腺領域の平等冷凍法の組織

化学（「JI己読を追求し，且又モれらより演湯治療上最も

効以の期待しうる冷凍温！史条件lζっし、て佼架した．以

下次の項目について著者の成績を総括し， 2,3考察を

加えてみたいと思う．

1.胃粘膜の組織化学

SDH-ase活性メ『）I-!＂可 ifi・/'Iが PadykuJa3lJにより胃

粘膜壁細胞内lζ高度lζ 見出されて以米， Villarreal氏

Burgos32>, Telkka & Ku刈sto38＞は乙の酵紫活性と酸分

泌との関連を検討し．分泌刺激剤としてシロネスミ l乙

メ コリール ~(c· . カエルにヒスタミンを与えた場合に

図22 1Ji1UJ±1じ有fl経切断，主lζ前崎の発
色が低下している．

SDH a刊 1円nヵ、噌強し， J心三好30）はシロネズミ lζ刺
激剤としてヒス々ミンとハイドロコーチゾンを，抑制

剤としてアトロピンとブスコパンを与え，刺激剤では

明強し，抑制剤では低下する ~J ：をみている . x ， ヒト

にブスコパンとヒスタミンを投与して.：e:の前後におこ
なった胃生検からも同級の所見を報告しており，この

胃生検所見は吉利ら34）も同織に述べている．一方，生

化学的測定法である胃粘膜ホモジネートを使用した

Vital et al33）および三好町の成績でも／，1］肢の＊，＇i＇~ lか得

られ， 〉く，過緩症の多い十二指腸漬湯の患者では組織

化学的，生化学的測定法の両方法共にこの酵素活性が

著IY]~乙μぃcO）.これらの事に関して Schnitka35＞は組織

化学的方法による墜細胞内のformazanの沈れは， 電子

顕微鋭像で墜細胞内lζ多数のミトコンドリアが含まれ

ている乙とを証明した Hally36lの成績に一致して壁・細

胞内lζ多数存紅するミトコンドリアに関係し，且又，

壁細胞の酸素消費量が他の細胞よりも多いζとを報告

した Davenport37Jの見解にも一致し，壁細胞内の代謝

機構lζ関与するSDH-aseが庖酸分泌l乙関連するためと

考察している．

著者の宵冷凍法の笑験成績の総括は後lζ詳述する

か，一般的にSDH-ase活性は些細胞機能を表現し， 冷

i1ji iを（ま対照群より活性の低下が著明にみられ， i~~I！以後

の塩酸分泌量の低下とも平行していた．

Ac!' "" 

lζよつて AcP-aselζより遊離されfこ無機の phosphor’C
acidを可視金属混として捕捉する原理の下lζ確立さ

れ，金属鹿法である Gomoriの pbs法と Rutenbergの

かBr（または benzoyl) naphthol 法， Burstoneのna-

phtholふ法や azo色素結合法が使用されているか．

それぞれに問題点があり，金属塩法！とは周囲への鉱散

図23 前後校切断，発色は全般に弱い．
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や非特異的な反応、生成物の沈着による見かけ上の陽性

所見や原因不明の染色ムラが見られるといわれ27)28)

m，又， Lison27＞によれば azv色素結合法にも ζの様な

不規則性がみられるという．報告者によりその成績は

差異がみられ， Gomori法では， Gomori・12）は主細胞に

強く，墜細胞陰性， Correiaet al43＞は主細胞強陽性，

壁細胞陽性， Planteydr14＞は表層上皮陽性，主細胞中等

度陽性，墜細胞陰性，脇坂ら45），三好30）も同様であり，

中村46）は表層上皮疑陽性～陽性，主細胞， 墜細胞陽性

と報告している.Rutenberg法では Reiner47＞は援細胞

に強い活性を示すが一定の反応を示さないで部イ立によ

り変化があるとし， Roseman48＞は Gomori法と比較し

て壁細胞は Gomori法ではごくわずかの活性を示すの

みだが Rutenberg法では強陽性を示すといい，乙の事

はGomori自身も認めている57>. Burstone法では，

Langr58＞は上皮細胞陰性で腺底部lζ強いとのみ jj；べ，

松峯59）は上皮細胞中等度陽性～陽性，壁細胞疑陽性～

陰性，主細胞強陽性，副細胞中等度陽刊，幽門腺細胞

中等度陽性とし，中村45）は上皮細胞疑陽性～陽性，主

細胞陽性，壁細胞陽性，基質疑陽性，粘膜筋板陰性，

血管陽性と報告している．しかし，一般に表層上皮細

胞，主細胞，監細胞，幽門腺細胞等l乙活性を認め，特

lζ主細胞に強いととを指適して胃液分泌との密接な関

連性を示唆している報告30）もある．

私は，胃冷凍実験lζて胃液分泌（ペプ、ンン分泌量）

とAcP-ase活性の推移とを比較検討したが，ほほ平行

的lζ推移する相関々係をみており， AcP-ase活性と主

細胞機能とに関連性があるものと考える．

PAS反応（過ヨード酸Schiff氏反応） 最も広く使

用されている多糖類の証明法で，原理は過ヨード酸が

糖の構成成分の一部である1,2ーグリコール基（ーCHOH

”CHOH) tζ働いて酸化アルデハイド基を形成する乙

とを証明する方法であるが，しかし単に構成成分中の

ある特殊な原子団の証明にすぎず，乙の反応で陽性を

呈する物質は多く，一般的にはーCHOH-CHOH－基を

有する高分子炭水化物，ヒドロキシルアミンを有する

蛋臼， グリコーゲン，澱粉，セルロース，糖脂質，糖

粘液多糖類，粘液蛋白，糖蛋白等が陽性を示すといわ

れている29>.PAS反応の程度（濃度）ないし量の判定

は研究者それぞれの規定方法によって述べられ，又，

陽性細胞が表層上皮細胞，幽門腺細胞，胃底腺細胞，

腸上皮化生細胞，偽幽門腺細胞等数種類におよじ，且，

それら細胞にて染色性が異なるため，PAS陽性物質の

量的判定規準lζは複雑な要素が加わるので，著者は秋

山53）の判定方法に従い，染色濃度，染色量（細胞自由

面より核上部までの高さ〕， PAS陽性細胞数等を総括

した量的判定lζて行なった． 胃粘液分泌lζ 関しては

GlassSD＞をはじめ大井61i' 定量62). 高野63），小野64）ら多

数の報告があり， Gia州 l乙よれば胃粘液は溶解粘液と

可視性粘液lζ二大別され，溶解粘液は更にムコプロテ

ィンとムコプロテオーズlζ分けられ，ムコプロティ ン

は腺頚部主細胞，幽門腺細胞，噴門腺細胞から分泌さ

れ，ムコプロテオーズは上皮細胞から分泌されたムコ

イドが酵素の作用を受けて変化するものとし，その一

部は可溶性ムコイド織物質として腺頚部主細胞，幽門

腺細胞，噴門腺細胞から分泌されるとし， －Jj，可視
性粘液は上皮細胞より分泌されたムコイドと水， 電解

口，酵素および脱落細胞などの混入して出来た com-

plex gelであるという． しかし古来より用いられてい

るムチン，ムコイドの各前は，元米化学的に命名され

たものでないために非常に混同して使用され，したが

って報告されている分泌細胞云々は，不明確な点が多

い．ムチン （mucin) とは， 本来は種々の器官とくに

管腔臓器の内表面を被う粘調な物質lζ与えられ，その

後Whalto口氏謬，粘液腫における組織内物質にも拡張

して適用し， 上皮性粘液と結合織性粘液の名が生じた

が，一方，ムコイドは Lehnerらによって組織学的立

場からムチンと異なるものとして導入され， Best氏カ

ルチンlζ染まるメタクロ？：／ー陰性の粘液とし，ムチ

ンはその逆とした， Meyer65＞は生化学的立場からへキ

ソサミン（へキソーズの水酸基をアミノ基で置換した

もの）を粘液蛋白構成成分中l乙Fo以上含むものをムコ

プロティ ン（mucoprotein）としムコイドと同義に用い，

.！%以下をグリコプロティン（gl山中日itein）とに分け

た．組織化学的には，ムチンは上皮性，非上皮性を間

ずわ酸性基を有する粘液を，ムコイドは酸性基を持っ

ていない中性粘液蛋白を指すと考えられている29）.つ

まり，ムコイドはPAS反応陽性である一方，通常の粘

液を染めるムチカルミン等の色素lζ不染で好塩基性も

メタクロマヲーも示さないので酸性基を有していない

という事になる．いずれにせよPAS陽性物質であるこ

とには変わらないか．著者は，一部ムチカルミン染色

にてムコイドとムチンを比較検討したが，実験成綴自

（料乙は大きな差はなかった．

2. 胃冷凍による胃粘膜の組織化学的変化

SDH一川、活性.10～（） c. 5～1仁 O～寸C/if.と
もに冷凍直後より三週後までは著明l乙低下し，同一組

織切片中lζほほ均等な状態の壁細胞機能低下を示した
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が，11）～6C/ifでは，ほぼ1ヵ月後には対照群の活性

l乙復した （図24'・ 5～1 °C苦手は冷凍後より 6ヵ月後

まで活性の低下している群と軽度に低下している群の

2群があり，同一組織切片内の壁細胞機能の低下は，

酵素活性が強弱さまざまに混在し，且又，対照群lζ比

しSDH-ase陽性細胞数の減少にて示された．特lζ腺頚

部迄の細胞に少ない傾向があり（図25), 教室の北24)

の壁細胞の推移よりみた組織学的実験成綴とも関連性

を有していた.0～－ 5℃群の活性は低下していたが，

腺萎縮が強くな’），且，線維性増殖が進み，腺細胞が

消失する24）ためと考えられ，三好30）の報告による萎縮

性胃炎におけるSDHase活性の低下と類似していた．

AcP-ase活性 3温度群共lζ冷凍1ヵ月後lζは対照

群の活性lζもどったが（図26), 5～I Cl:t:¥'.tとは3ヵ

月後より再度活性の低下する群が出現した （図271.

SDH-a司の場合と同様に腺の萎縮と細胞の消失による

ものと考えられる． O～－5°C群の腸上皮化生細胞は

強い酵素活性を示したが．主細胞機能 （陽性細胞数）

は低下していた． これらは萎縮性胃炎の場合lζλd'-

ase活性が低下するという報告に一致していた5？）曲＇・

PAS反J;L：、 胃底腺領域の場合は 3温度辞共l乙冷凍直

樹立対照群より強い反応、を示したが，次第に低下し，

］｛）～6°C群は 1ヵ月後に対照群の反応にも とつだが，

図24 標準型バルーン，1ヵ｝j iセ＇9C. 100% 
i <"IA，ほぽ対照群の活性を示す．
~xso SDH-:1、eI 

5～ 1 C/it. 0 C以下の2群は6ヵ月後まで持続して

低下し，腺萎縮に応じてPAS反応は低下するという報

告53＼に一致していた．

一方，幽門腺領域の場合は冷凍温度が胃底腺領域よ

り高いため，標準型，二重型ノミルーンによる差異はな

く両群共lζ冷凍後lζ一過性lζ増強し，その後は早期lζ

対照群の反応lζ復し， 胃冷凍が主lζ胃底腺領域lζ強い

影響を与えている事が認められた．

3.二重型バルーン法による胃冷凍と標準型バルーン

法による胃冷凍における組織化学的変化

SDH-ase活性 標準型ノてルーン使用による不平等冷

凍の結果は，陽性細胞数が同一組織切片内でも均等

に減少せず，又，胃壁の部｛）［ （巨に後壁）によって強

い酵素活性が維持され，しかも早期lζ対照宮干の酵素活

性にもどる事である．一方，二重型バルーン使用によ

る平等冷凍では，同一切片内の陽性細胞数がほぼ均等

に減少し， 又，胃壁全般に均等な酵素活性を示し，し

かも酵素活性が5～6ヵ月間も抑制されている事が判

明したが，持続的な減酸効果によって潰療の治癒を期

待した Wangensteen1¥Zlらの目的達成の可能性が示さ

れていると考えられた．

AcP-ase活性 標準型ノてJレーン群は，冷凍後の活性

低下が3週前後［こ対照群の活性に復し，しかも局所的

図25 二重型パJレーン， 3℃， 100%区域，

吋ヵ月後，強い陽性細胞数は腺頚部

まで減少している．（×80SDH「日）
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図27 二重型バルーン， 3ヵ月後.3。c.
酵素活性が再度低下する群が出現
する． ( x 80 .'¥cP－，附｝

lζ低下する例が多かった． 方，三重型パJレーン群は，

1ヵ月前後lζ対照群の活性lζ復し， 3ヵ月後lζ再度低

下する群が出現したが，多くの場合は腺の萎縮が認め

られたが，少数例lζ腺の萎縮消失を伴なわず，必ずしも

腺の萎縮の程度とは平行しなかった．乙の事は1:jコ村46)

の慢性胃炎では胃底腺婆絡のみではλじP-a日活性lζは

著変がないという報告に略々一致したが，Ragins6りは

イヌの場合の AcP-.1><0.活性はヒトの場合と異なって，

Gomori法 （pbs）と azo色素法lζ対する主細胞と墜細

胞の活性状態より次の3型， 1）両法共lζ主細胞に強

く壁細胞に弱いもの.2〕pbs法では主細胞に弱く壁細

胞に強いが， azo色素法では逆のもOJ. 3) pbs法では

ある部分では主細胞に強く壁細胞に弱Lhが， 〉〈，ある

部分では逆となり， azo色素法では主細胞に強く， !fili1細

胞では強弱さまざまのもの． があるとし，その3群の

出現する原因として， 11 . ..¥cP-ase活性lζは動物におけ

る個体差があるのか， 2）生体がある条件下による変

動状態！とあるためなのか，3）イヌでは AcPー；刊 が2

種類あるのか， .J）酵素活性が何らかの因子によって

変動しているためなのか，と述べている．著者の胃冷

凍 t二重型バルーン群）後lζ出現したAcP-ase活性低

下群と低下しない群との発生要因は，一般的には低下

群は腺頚部にまで及ぶ線維化，腺の消失，腸上皮化生

の出現など宵粘膜lζ高度の萎縮性変化が生じているた

めとも考えられるが，必ずしも萎縮性変化ばかりで説

明されない場合もあり，一定時間，同ーの温度条件下

におかれ，同一状態における一定期間後に，同ーの方

法lζて検討された場合でも，イヌそれぞれが同じ組織

修復能力を持つとはかぎらないために，上述した.＇＼cP-

aseの変動が生じたものと考えられる．

ドλ日反応、 胃底腺領域における標準型ノわレーン苦手

は，冷凍後一過性lζ対照群より強い反応を示すか，そ

の後3週より2ヵ月後まで低下し， 3ヵ月前後lζは対

照群の反応lζ復した．一方，二重型ノ〈ルーン群は7ヵ

月前後まで低下を示すものが多かった．両群共lζ冷凍

直後lζP. ..＼凡lj1;6の増強か忍められ竺が．胃粘膜の外来

刺激（胃 i~） Iかlζ対する防禦反応、とも考えられる. P.＇＼~ 

反応の低下は，腺萎絡によって分泌細胞数および機能

が減退し，したがってR主S反応が低下するという報告

則的より考察するに． 二重型バルーン群はほぼ均等に

胃底腺領域を冷凍し， 宵粘膜の退行変性を起ζし，特

K.腺頚部迄の細胞機tiW：抑制効果を持続していること

が判明しだ． Hヵ月以降lζ対照群の反応にもどった

が．再生された表周上皮細胞および腸上皮化生細胞が
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認められだ．

4. 胃冷凍後の胃液分泌と組織化学的変化

塩酸分泌の消長とSDH-ase活性 ~t-L, ； レノ付列＿25）の検

討によれば．二重型ノ〈ルーン群の胃底腺領域100%区

域（杉村26））の胃媛膜温1～3℃冷凍群は6ヵ月後ま

で持続的に減酸しており（図三小， l～6 c. 7～9 c 
群では4週から 8週において胃酸の再上昇および反動

現象がみられるという．との成績と関連して吋DH－‘問

活性でし， 10～6CH下ては 1ヵ月後lと対照群の活性l乙

復し冷凍ゾJ寝が早期lζ消失しているか， 5～ 1°C群で

は5ヵ月後迄低下している群と6ヵ月後迄軽度減少し

ている群の2群があり，壁細胞機能抑制効果が比較的

長期間持続していた．最近胃生検によって胃液酸度と

胃粘膜の組織化学的所見が論じられて旧るか，一般に

腺萎縮には低酸，無酸が随伴するとされ，三好30）は萎

縮性胃炎の大多数にSDH-ase活性の低下を認め，原発

性胃炎の酸度の低下には，壁細胞の減少が主因となる

か，さらに壁細胞内のSDH-ase活性の低下も関係する

とし，吉利34）らも生検例で同様の見解を述べている．

したがって5～1c群は胃粘膜の萎縮性変化のために
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図28 胃底腺の11JIJ%［ベ比 1～3 c 
冷凍群のご．重型ノ〈ルーン使用による

胃液分泌の消じ． （村:Jf:25）による）

SDH-ase活性が低下しているものと考えられ，又，胃酸

の低下とも相関々係が認められた．以上の如く胃冷凍

によって生じる胃粘膜の萎縮性変化U，原発性胃炎の

SDH－.附活性l乙類似しており，随伴性胃炎とは異なっ

ていた．三好30）によると胃潰場に伴なう胃炎てはSDH-

ase活性は半数以上が正常で低下を示したのは出勺，逆

l乙活性の冗進が原発性胃炎よりかなり多いというか，

過冷凍によって生じた胃冷凍演場の場合には，通常の

胃潰場と異なり，低酸，無酸が多いためか，三好の成

績とは一致せず，むしろ原発性胃炎の酵素活性の所見

に近かった．又，三好はSDH-a田活性と胃液酸度とが

よく平行し壁細胞数の減少あるいは消失のほか．個々

の腺細胞の機能にも関連があるとしている．

以上の事より胃冷凍後の胃酸の消長とSDH-ase活性

とを併せ考えるに， 6ヵ月後まで正の相関々係を示す

のは胃粘膜の萎縮性変化によるものと考えられ（表

1 1, 7ヵ月以降lζ対照群と同様の活性を示すのは，胃

冷凍法が腺頚部までの細胞機能の抑制効果を持つが，

腺底部細胞迄lζは充分な抑制効果を持たないためと考

える．

ペプシン分泌の消長と AcP-a日活性教室の村井25)

（士，二重型ノミルーン群におけるべプ、ンンの分泌ば胃疑

膜温4～60（群では冷凍後1週で著明に減少し， 3ヵ

月でほぼ回復するか， 1～3 c群では冷凍後1週で急
激に下降し， 1ヵ月後までそのまま持続し， 1ヵ月半

頃より上昇してhヵ月でほぼ冷凍前値に回復すると述

べている（図28). この成績と AcP-ase活性とはほぼ

類似の傾向がみられ， 10～6c昨では2週後より活性
の回復がみられ， 1ヵ月後では対照群の活性を示し，

5～ 1℃群では3週より回復し！1f1め， 1ヵ月後より対

照群の活性を示すものと，その他l乙 3 ヵ月以降~c.再度

活性の低下を示す群の2群（こ分かれた. AcP－，吋活性

の低下について！i，松本刊j，高瀬日｝の原発性胃炎にお

いて腺萎縮の強いほど減弱するという報告に略々一致

して，萎縮性病変部においては AcPase陽性の主細胞，

墜細胞の萎縮消火か生ずるために全体としての A.cP

ase活性は低下してLバニ.Ragins69Jは AcP-ase活性ば萎

縮性胃炎においてやや増加すると述ヘ，又， Madden

10>, r[c1村16）は萎縮性胃炎では特lζ変化がないとしてい

るか，乙れは λcP＇＂＇＇の組織化学的検出方法自体にも

前述した何々の問題があり．文著者の実験成績からも

胃冷凍という人為的に与えられる条件に対するイヌの

修復能力差の未解決の問題があるため明確に判定出来

ない． 一方，腸上皮化生（metaplasia1は :¥l;i日llll'CI>, 
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Gui品＆ St刊日rf~Iによれば萎縮性胃炎l乙出現し，化生

の程度は胃粘膜の萎縮，荒廃と平行すると述べている

が，乙の腸t皮化生部l乙関する多くの報告34J44J45J46 i6B I 

71)721！ζ一致して，胃冷凍後における化生部の AcP-ase

活性の増強が認められた．

粘液成分の消長とPAS反応 胃液のムコプロティン

は村井25）によると，二重型ノ〈ルーン群では胃衆膜温2～

6℃群冷凍後2ヵ月に最低値を示し，その後次第に回

復して4ヵ月後には冷凍前値より20%前後の低ドを示

す．又， 1～ 3℃群では冷凍後より 1週後まで冷凍前

値より肖値を示すが，その後減少して2ヵ月後に最低

値を示し， 6ヵ月後でも12°0前後減少しているという

（図28）.胃底腺領域におけるPAS反応でも， 10～fiC

群では1週後より 1ヵ月後まで減少しているが，その

後回復して1ヵJJ後にはほぼ対照昨の反応l乙復し， 5 

～1℃mでは：週後より 7ヵ月後迄PAS反応の低下が
認められた．

Loss of mucosal 
glands 

Marked fibrosis 

Metaplasia of 
epithelium 

(¥≫t1t・ dilatation , 

Ulceration, Erosion I Met叩lasiaof 

Medium fibrosis 11 ep出εlium

c、討ticdilatation 
L川、sof gland 

C、ぎticdilatation 

Massive of damage 
pari出 lcells I 

: Atrophy of g凶 s

! Proliferation foveal 
I epithelium 

! Atrophy of 
parietal cells 

MctapL行＂＇

IF伽 osis

Los> of mucosal 
glands F1hroドl吋

Atri1コ!ivcf 
glands 

Slight fibre ,,i、
Slight thrombic 
changεs in 
submucosa 

I Fibrosis in'-nec k 
region 

! Normnl叩h

Slight cv•tic 
clilatat1lln 

Slight fibrosis 

Elongation I Normζ 
of glands J and parietal cells 

Normal parietal 
cells 

l'ASI心心lこは酸性基を有するムチンと酸性基を有し

ていないムコイド（ムコプロティン）共に強陽性に反応

するが，ムチカルミン染色にはムコイドは不染といわ

れて旧る2~ ＇ 0）で，一部分ムチカルミン染色にて検討し

でが，PAS反応との聞に大きな差異はみられなかった．

一般的には胃液成分である塩酸と粘液との関係は，

Glass & Boyd60＞のいう如くに塩酸分泌が明加するにつ

れて粘液分泌も増加し，大井61)，窟62）は塩酸分泌とム

コプロティンは正の相関々係があるとし，組織化学的

l乙腺頚部主細胞の所見ともほぼ一致すると＆＜，内田

73）はPAS反応にて腺頚部主細胞数，幽門腺面i積値は塩

酸分泌ともほぼ正の相関があるとし，秋山53）も同様に

酸度の高いものでは胃底腺，幽門腺，被覆上皮共にPAS

量的区分高度ないし 1~： 1当事度のものが多いと述べてい
ノ

ノ'・ 

日、UJI》AメJi.EL；、と SDHa記活111：の成績と:rY..＋.村井25)

のムコプロテインと塩酸分泌との関係は諸家の成績同
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織にほぼー叙しており， 二重型バルーン使用によるSjl

~！，＇ 'r・'i＇冷凍法においては，腺頚部迄の細胞機能の抑制効

＊が，標準型ノてルーンl詳よりμ！別間， u. fr花＇JJζ認め
られた．

5. 胃冷凍法の迷走神経遮断効果

胃門主1s1E状態を肉眼的に観察する方法は，近年胃切

除範1111νノ｛た正，幽門洞の確認および迷走神経切断術の

検討と共lこ街々試みられた．つまりヒスタミンによっ

て直接出細胞を刺激して出酸を分泌させ，出酸分泌の

ない幽門洞をpHの差によって識別しようとする万法て

あるが， ClaudeBernald ( 18リわが prusianblueを用

いて以払阪らG・ll,Iヨ！誌ら55）は congored一仁《1rh<>

再干；場臼）は neutral reelを’ Moc,71' らは congoreel, 

t"p1c;il hrowphenol blue, truicline blue, neutral red, 

lithmas paper, universal indicator p＜収rを， 山岸75）ら

は congoreel, truidine blue, neutral red を用いた．

山岸らは用いた 3開制では congoredが ・ifi:位れてい

たとJ去、，私の実験成績からも congored法が neutral

red法より出殿分泌領域および分泌状態の識別か充分

かつ確実であった．

'r'i＇冷；，＋！法lζおける j主走fill粕~）忠断効埠u乙つl ）て Kar 一

ι‘I( 

( 2～：tカ凡JIζついて l出めているか， いずれもpH

indicator method によっては検討していない． 日、υJIJ¥c

~J~で tt, f'!}!1\l'型ノてルーン群は三週後lこは主lζ胃前 i：，~の

i：剖II日包機能の抑制が著明であり， 1ヵ月後には抑制範

聞の減少がみられた． 万，二重型パノレーン群では 2

週後の所見は，迷占有／1経両側切断群と類似し， 5ヵ月

後においても1)iJ後町均等な塩酸分泌範聞の縮少が，i忍め

られた．しかし，北24）は二重型バルーン群では hヵ刀

後まで些細胞数が減少していると報告しているので，

迷走神経遮断幼県を示しているとは速断出つにないが，

Shapira77＞はjfJ.t神経の抱酸分泌におよぼす役割につ

いて， 1)迷走神経のよ）；／，jよりアセチルコリンを遊離

して，これをi瓜介として壁細胞に働きかける直接刺激

作用， 2）幽1111制よりガストリンを遊離させて働きか

ける甑酸分泌の間接刺激作用， 3）壁細胞の版酸分泌

機川を補助的IC強化する塩酸分泌の強化作用をあけ’て

おり，さらに 4）ベプ‘ンノーゲン分泌の刺激作用と川

消化休止時分泌（夜間分泌）に関係すると述べている．

態になり両Hifl;IJ例lこ~似した塩酸分泌状態を呈した

ものと考える．北24）は冷凍hヵJJ後の組織学的所見で

アウエルバッハ神経叢の返行変性を認め，且つ．片IYJ

な腺の萎縮と腺頚部の高度線維ft：憎殖が認められるの

にかかわらず，壁細胞個々は正常な形態をしているの

も残存したとi企v Orbeli79Jは壁細胞の正常な分泌反

応性の維持には迷走神経の関与が必要であって， Jfiじ

神経切断はたとえ壁細胞構造が組織学的に正常でもtfui

駿）j'必機的ω興奮性の低下を伺＊するとし，この説明

より考えると，＇r'I 冷凍；こ上る減酸はH~制lllJ包数の減少ば

かりでなく，迷走神経ill!.I判f効果によるところが大きい

~Jt；が理解出米 ；：，. 

胃液分泌lζ関与する幽門前庭部の役；l刊は， I）ガス

トリンを陸生して煽酸分泌をt誘発し， ＇..？）盛期 I.I胞分泌

能の強化作用（SmithwickKrie町1)80）を行なう事である

が，胃冷凍が Marxら却）のいう如くに幽門洞にまで影

稗を与えているとするならば， Karcadag16ll7l, Hubel 

18>. Dovern配k19）らが指適し， 私も認めた迷走神経述、

断効果とあいともない， Edwarcl82l,Smithw凶 83'.Har-

kins~＇＞らのいう幽門洞切除術と迷走神経切断術の合m:

1+1，いわゆる保存的＇ r'i'切除術lζ類似した効取を持つ引

になる．つまり胃冷凍訟では，通例横隔膜下で行なう

迷走神経切除Hijの際l乙生ずる fl•>St ¥';ignt川町引ndc-

romeと術後の山、tricatonyを生じないので，史lζ優

れているともいえ， Burge78＞らによって提唱された胃

fZO）み切断し，肝枝，腹腔枝を温存する選択的胃迷切

術（担lectivegastric、哨巾》Ill）＇〕 lζ似ている．

以上の考察より胃冷凍法の胃！底腺領践のiw細胞機能
〔抱酸分泌）の低下を検討すると， Il I干潟｜｜胞の直接陣

・,t;，破綾消火， 21lを細胞を直接刺激する迷走神経の遮

断幼＇~~.3〕壁細胞機能を強化する迷走神経の遮断効果，

cl）酸分泌を誘発するガストリン分泌の抑制， 5）幽門前

庭部の墜細胞分泌能の強化作用の抑制，等があげられ，

したがって私の行なっている至適冷凍温度条件による

白底腺鎖域の平等冷凍法は，持続的な減酸効果を得る

ための必須条件となりうるもωで，消化性演場の治療
法として，積極的な効恥を認めうるものと考えられ

る．

V 結 語

そこで，胃冷凍法の迷走？~11粁遮断す）J~~について考察を 川冷凍法を組織化学的方法にて究明し，従米より使

加えてみると，＇ 1'1'I令市による ll，＇~f~ll/Yt!l数の減少24）の他lζ ， HJされている村川If¥2ノミノレーン法と fl.JI：、ω万来せる 市

'1'.J l~ilcli ！乙よって 1Ji!後1rlri'1'1'1:,qζ分命する迷走州市討をボが 明ノ ｛）レーン法い1<1n~11~u1 ，とを比，，攻検討し，更に，

均等に冷凍され，刺激lこ対する興術性が抑制された状 pH incl1cat• 1r method l乙て迷走神経Jlli..lfJr完D巣を両型パル
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ーン法lζて検討し次の結果を得た．

1. SDH－；問活性の持続的な低下を生じ， £.J..'1']1]/: 

鼠傷を制iにせずに持続的な減駿均以をJt!Ji与し得る「]ft覧
朕温は 1～s-cである．
2. 胃冷凍後の胃底腺領域のSDH-Jse活性分布は，

棋準型では局所的lζ低下し，モの陽性細胞数も不均等

IC減少したが，二重型ではほぼ均等な陽性細胞数の減

少とSDH-ase活性の低下が6ヵ月後まで認められた．

3. ·~i' 冷凍によって生じた胃粘膜の萎縮性変化は，

SDH-a世活性では原発性胃炎lζ桜似した所見を呈し，

過冷凍による冷凍j貨場の際にも通常の胃潰療の場合と

奥なり，随伴性胃炎の活性所見を示さなかった．

-1. AcP-a町活性は， 両ノ＜1レーン群共l乙冷凍後早期

( lヵ月前後） 1乙対照群の活性にもどったが， 二重型

バルーン群では3ヵ月以降lζ再度活性の低下するもの

があり， 2群1C分かれた．

5. PAS反応、は，標準型， 二重型バルーン群共lζ冷

凍直後は一過性lζ増強したが，その後低下し，標準型

では3ヵ月後には対照群の反応、にもどり，二重型では

6ヵ月後迄も胃底腺頚部細胞に反応の低下が認められ

6. 同粘膜の萎縮性変化により， SDHι川、活n.
AcP-a世活性， PAS反応は低ドした．

7.脇上皮化，，：細胞は． SDH-ase. Ad’‘＂＂－＂・ P.－＼芯

反応共lζ増強した．

8. pH indicator methcdによる胃冷凍法の迷走神経

遮断効果は，標準型バルーン群では迷走神経片側切断

群IC，二重型バルーン群では両側切断群lζ類似した所

見を示した．

9. SDH-ase活性， Ad'-,"e活性， PAS反応並びに

pH indicator methodの所見と胃液分泌（岳（椴，ペプシ

ン，ムコプロティン）とは著しい相関々係を示した．

i：；を終るにあたり．恩師金谷春之教授の御懇篤なる御指導，
御校関を深謝するとともに，終始御教示を下さった大沢助教
授をはじめ共同研究者並びに御協力下さった教室の方々に心
から謝むを表します．叉，組織化学的な検討について御教示
をいただいた本’f:::(S－病理学教室矢川寛一教j・；，＇，高山和夫助
教授It謹んで謝意を表します．
本論文の一部は，第65,66[iil日本外科学会総会，第52,53 
ll!I El 1;rl'l化器病学会総会，第8' 9回固い背化器病学会秋宇
人・公，第27回日本臨床外科Y’2:で発表し，第3回世界消化球
術学会lζ於いて金谷教授によって発ぶされた．
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